
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　2000220004CC/20120321

( 科目コード：2000220004CC)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】哲学
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・4 年次
【担当教員】

大河内 泰樹

【授業目標・教育方針】
・哲学的なものの考え方がどのようなものなのか知る
・哲学的な概念の意味を理解する。
・西洋哲学史についての知識を身につける。
・日常生活における疑問と、哲学との接点を見いだす。

【授業概要】
・カントの「アンチノミー」を出発点に＜哲学的＞問題がどのようなものであるのかを知る。
・認識論と道徳論に分け、特にカントの批判哲学を中心に扱いながら、その背景にある様々な哲学的主張を検討する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：『カント入門』：石川文康：ちくま書房
参考書：『カント　世界の限界を経験することは可能か』：熊野純彦：NHK 出版

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
・基本的に講義形式で行う。
・パワーポイントによるスライド、映像等を適宜用いる。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：課題、発表および授業への取り組み　20％

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【JABEE 評価】
(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

【授業計画】（授業名：哲学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第一回 哲学の課題 哲学の出発点としての「自分自身を知ること」
第二回 カントのアンチノミー（一） カントの批判哲学の根本としての「人間」の有限性
第三回 カントのアンチノミー（二） 「世界に限界はあるのか」「自由は可能か？」という問

題について
第四回 認識論（一） 世界は存在するのか　観念論、実在論、懐疑論
第五回 認識論（二） 「真理」とは何か。　合致説、整合説
第六回 認識論（三） 「真理」とは何か。合意説、プラグマティズム
第七回 認識論（四） 物自体と超越論的観念論
第八回 認識論（五） カントによる理論的アンチノミーの解決
第九回 認識から道徳へ 哲学のもう一つの問題
第十回 道徳論（一） 人間は生まれながらにして悪であるというカントの根

源悪について
第十一回 道徳論（二） 定言命法について
第十二回 道徳論（三） 嘘は悪なのか
第十三回 道徳論（四） 自殺は悪なのか
第十四回 道徳論（五） ヘーゲルのカント批判について
第十五回 まとめ 再び「自分自身を知ること」について
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